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マングローブの塩類分離機能を利用した重金属の回収の可能性について
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1.背景及び目的
環境中の汚染物質を植物によって浄化回収する手法をファイトレメディエーションと呼んでいる．沿岸地域などの汽水域は生育する植物種が少なくこうした手法が利用しにくい環境の一つである．こうした地域で生育する数少ない植物の一つがマングローブである．マングローブはヒルギ科の植物の総称で，体内にとり込んだ塩類を特定の葉に濃縮して排出する塩類分離機能により耐塩性を有している．このような塩類分離機能を有する葉では塩類と同時に共存する重金属なども濃縮している可能性があると考えられ，いくつかの研究例が報告されている．そこで本研究では，マングローブの耐塩性に注目し，汽水域に生育する植物や塩類分離機能を持たないマングローブの葉と塩類分離機能を有する葉の塩類及び金属イオン濃度を分析比較することで，マングローブの塩類分離機能を利用した重金属の回収の可能性について検討する．
2.実験方法

分析比較する重金属は，水質汚濁防止法に基づく一律排水基準項目に該当し，塩類分離機能を有する植物の葉で分析報告のないヒ素とする．Asの定量には前処理して，加圧酸分解を行い，JIS G 1225に基づいたヨウ化物抽出法を用いて試料から抽出-逆抽出し，フレームレス原子吸光光度計で分析する．塩類の定量には乾式灰化法を行った後，フレーム原子吸光光度計で分析する．
 2.1前処理と加圧酸分解
分析する植物の葉を洗浄し，乾燥後，刃物で細かく刻み，超純水を加え，ホモジェナイザーで均一化する．均一化した溶液を分解瓶にとり，NaOH・ペルオキソニ硫酸カリウム溶液を加え，密栓し，オートクレーブに入れて，120℃で30分間加熱分解を行う．分解終了後，分解瓶をオートクレーブから取り出して，不溶物をろ過した後，放冷し超純水を加え定容とする．
2.2抽出及び逆抽出
不溶物を取り除いた溶液の液性を調整した後，適量をはかりとり分液ロートに移し，5mol/lヨウ化カリウム溶液2.5mlとベンゼン10mlを加えて抽出する．Asを含むベンゼン相を10mlの超純水で逆抽出をする．
2.3ヒ素の定量
逆抽出液中のヒ素の定量にはフレームレス型黒鉛炉原子吸光光度計を用いた．この際，共存物質による干渉を抑制する為に，マトリックスモディファイアとしてCo又はPdを添加する．
2.4乾式灰化法
    清浄な蓋付き磁製るつぼを，ガスバーナーで強熱放冷し恒量を求める．乾燥した植物試料を磁製るつぼに入れ，ガスバーナーで加熱灰化し放冷後精秤する．磁製るつぼに残った灰分を塩酸で溶解して試験溶液とする．
2.5ナトリウム及びカリウムの定量

2.4で得た試験溶液中のナトリウム及びカリウムの定量にはフレーム型原子吸光光度計を用いた．
3.結果および考察
3.1原子吸光測定条件の検討
　原子吸光分析用As標準溶液を超純水で0.１ppmに希釈し，原子吸光測定条件を検討した．
  3.1.1温度及び時間
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図１．各開始温度における乾燥条件の検討

　  乾燥条件は最も感度が高くなる，開始温度80℃，終了温度120℃を最適条件とした．開始温度90℃において吸光度が全体的に低い要因としては，注入した標準溶液が突沸したことが考えられる．開始温度80℃においては突沸もなく，また十分な乾燥温度を得ることが出来たと考えられる．
４.今後の方針

　○原子吸光測定条件の検討
○前処理の検討(pH/濃度)
○ヒ素のヨウ化物抽出条件の検討(pH/濃度)

○塩類定量の前処理(時間/濃度/重量)
　○植物の葉の塩類及び金属イオン濃度の分析
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